
２月放送のCTY−FM「よっかいちわいわい人
探訪」でも紹介します。（放送時間は裏表紙へ）
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四日市工業高等学校テニス部
令和３年度全国高等学校総合体育大会（インターハイ）で、７年ぶり３回目のインターハイ制覇を成し
遂げた四日市工業高等学校テニス部。全国屈指の強豪校で日々練習に励む部員にお話を伺いました。

（団体戦集合写真　左から）　
徳丸真

まさ

史
し

さん（監督）・田嶋晴
せい

太
た

朗
ろう

さん（３年）・馬場亮
りょう

汰
た

さん（３年）・
堤隆

りゅう

貴
き

さん（２年）・眞田将吾さん（２年）・本山知
し

苑
おん

さん（１年）

田嶋晴太朗さん（３年）

眞田将吾さん（２年）
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――テニスを始めたきっかけは
兄がテニスをしていたので、自分
も小学１年生のときに始めました。

――得意・苦手なプレーは
守備力が他の選手よりあるかなと
思います。また、自分は左利きなの
ですが、フォアハンド（利き腕側で
ボールを打つこと）でポイントをと
ることが、自分にとって得意なプレ
ーです。
課題は、まだまだ攻撃力が足らな
いこと。球出し練習でも、試合を意
識して常に攻める気持ちで、しっか
り打つようにしています。高校に入
ってパワーや体力がつき、１年前と
比べるとだいぶ攻撃的なプレーがで
きるようになってきました。

――インターハイでの思い出は
シングルス１で出場したので責任
を感じていましたが、前（ダブルス
１）にも後ろ（シングルス２）にも先
輩がいたので、先輩を信頼して、あ
まり緊張せず自分の力を発揮できま
した。昨年３月の全国選抜高校テニ
ス大会ではベスト８で負けたことが
とても悔しく、半年間インターハイ
にかけて練習してきたので、優勝し
たときは本当にうれしかったです。

――今後の目標は
しっかり練習して実力を上げてい

きたいです。また、今年度のように
全国トップになれるよう、キャプテ
ンとして今後チームをまとめていき
たいと思います。

――テニスを始めたきっかけは
テニスをしていた兄の影響で、小
学５年生の終わり頃にテニスを始め
ました。中学校までは全国大会まで
進んだことがなく、高校で監督に指
導してもらって初めて全国大会へ行
けました。

――得意・苦手なプレーは
展開が早いゲームでのプレーや、
身長の高さを生かしたサーブが得意
です。一方、動きが遅いことが弱点
で、振り回し（前後左右に飛ばされ
るボールを打ち返す練習メニュー）
で走る練習をしています。

――プレー中意識していることは
相手を気にせず自分のプレーに集
中することを意識しています。

――部活動で心掛けていることは
時間が限られているので、質の高
い練習にすることを心掛けていま
す。また、キャプテンとして、部員
全員とコミュニケーションをとるよ
うにしていました。自分の競技とキ
ャプテンの役割を果たすことの両立
が大変でしたが、副キャプテンや他
の部員から感謝の言葉を言われたこ
とがうれしかったです。

――部活動での思い出は
一日一日の部活動が思い出です。
日々の積み重ねが、インターハイ優
勝につながったのだと思います。

――今後の目標は
大学でも全国大会での優勝を目指
し、チームに貢献したいと思います。

久徳 さやか
矩形

久徳 さやか
スタンプ


